青明舎　　フェイスシート
平成21年　3月16日　担当：三浦　理見　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　森　美保子　様　　　男・女　　　　昭和　62　年　1月　2日生（22歳）

	
	〒031-0841　　住所　八戸市鮫町ハン木沢26-15　　　　電話　0178-33-8136

	
	病　　名
	社会不安障害
	合　併　症
	糖尿病（２０単位）・高血圧症

脂肪皮膚炎

	
	発症時期
	　平成19年11月頃
	罹 患 期 間
	6ヶ月

	
	入院回数
	なし
	延べ入院年数
	なし

	医療機関
	　ささクリニック（笹Dr）

　八戸労災病院糖尿内科

　八戸クリニック皮膚科
	外来受診日
	ささクリニック（月１回）

八戸労災病院糖尿内科（1回／6週）

八戸クリニック皮膚科（不定期）

八戸労災病院泌尿器科

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	
	有・無（２級）

	経済状況
	年金
	なし

	
	その他
	家族援助（小遣い：月５千円）

	障害程度区分
	　未申請
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　ささクリニックデイケア（毎週月・火・木・金）

　パンションリヴィエラ就労訓練（毎週水曜日：3/18より再開）

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	H20年4月16日
	身長
	153cm
	体重
	－

	最終学歴
	八戸光星学院専攻科介護福祉科　卒業
	免許・資格
	普通自動車免許

介護福祉士

	職　歴
	なし

	保　護　者
	氏名　　森　康一　　様　　　　　　　続柄　　　父　　　（同居　・否）

	利用目的

・仕事の訓練・相談場所として利用したい。

	入院・治療歴　初診日（平成14年10月11日）

平成8年　　～　平成9年　　　　八戸市民病院（カウンセリング）　　通院

平成17年　 ～　平成18年　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　 通院

平成19年　 ～　現在　　　　　　ささクリニック　　　　　　　　　　通院

	生活歴

　八戸市にて同胞２名の末子として出生。小学３年時に仲のよかった友人とその家族とのトラブルに巻き込まれ担任教師に助けを求めたが、聞き入れてくれなかった事が原因で不登校となり、八戸市民病院通院しカウンセリングを受ける。進級と同時に登校できるようになり、小学校を卒業。中学時は様々なことに興味をもち、柔道部に入部したり、介護に興味をもち介護科に進学するなど活発に過ごしていた。しかし高校２年時のクラス替えからクラスに馴染めず３年時から保健室登校となる。スクールカウンセラーからの勧めで再度八戸市民病院のカウンセリングの通院を再開。高校卒業後は母の勧めで職業訓練センターに３ヶ月通い、パソコン技術を習得する。その後は自宅での家事手伝いをしながら就職活動に向けて準備をし始めていたものの、もやもや感・無気力・発汗量など心身の変化とカウンセラーが児童専門であったこともきっかけにH20.11月ささクリニック受診し、社会不安障害と診断を受ける。同年1月ささクリニックのデイケア通所開始。就労を目的に4月16日に母同伴で青明舎来所し、登録となる。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父－配管工事の自営業を行っている。同居しているが、本人とはたまに話をする程度。

母－主援助者。明朗活発なイメージを受ける。普段は父の自営業の手伝いを行っている。

姉－現在は東京都在住している。本人と歳が離れており、本人小学校時には姉は既に就労のため上京していたこともあり、本人とはメールでやりとりをしている。学生時代はよく姉に対人関係について相談していた様子。


	氏　名
	森　美保子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和62年　　1月　2日　（21歳）


	長期目標（中期・短期）

	（長期）就労を目指し、訓練を行っていきたい。

（短期）視野を広げ、様々な体験を通して興味や能力の拡大を図る。


	これまでの経過　（前回評価日　　21年　1月　7日）

	前回の問題点…うみねこ幸房体験利用（パン作業・ランチ作業）

●体調管理

内臓疾患については、定期的に検査しているとのことで数値安定している。体重管理も順調であり、毎度食べたものを記録し、デイケアスタッフへ定期的に確認してもらっている。しかし、うみねこ幸房体験利用について精神的ストレスから毎週利用日には朝から作業終了後まで吐気や体のだるさがあるとのこと。体験利用終了後には毎度青明舎来所していただき、振り返りを行っていたが、その際には吐気は止み、体調もよくなると話す。しかし、体験利用は午前3時間のみであったが、自宅へ戻ると何も手につかないほど疲労感があり、入院中の母様も本人の様子が心配であったことからも家族内でも体験利用の継続について検討した結果、中断を決定している。その他週4回デイケアへ通所していたが、その際にはスタッフへの疲労感の訴えもなく過ごすことが出来ていた様子。

●作業への取り組み

12/17よりうみねこ幸房にて体験利用を開始する。やはり、環境や人に慣れることが出来ず、開始当初は通所から作業開始まで職員が付き添い見守りを行っていた。作業自体は少しずつ慣れることが出来ていたが、他利用者から話しかけられたり、作業のアドバイスを受けた際の対応方法が分からないことで、他者との関係に慣れることは難しく、ストレスとなっていた様子。また、1/7に母様がヘルニア手術の為入院となったことも精神的不安に繋がっていた。作業中も他の体験利用者と同じ作業に入る際には、相手と自分を比較し焦ったり、相手に合わせようとすることで余計にストレスや疲労感があると訴えはあるが、作業は頑張りたいと希望し継続していたものの、本人より2/18にうみねこ幸房体験利用を辞めたいと希望がある。理由としては上記の内容の他、自宅からの距離も遠くバスを乗り継いで通所すること、利用者の輪に入ることができなかったこと、スタッフが付いて随時指導してくれるわけではなかったことが苦痛となっていたとのこと。

今後も就労訓練は継続して取り組んでいきたいと希望し、今後について3/2本人様・ささクリニックPSW・母様・青明舎で面談を行っている。他事業所の見学やパンションでの就労訓練の再開等提案すると本人様からパンションでの掃除訓練の希望あり、3/18よりパンションでの掃除訓練再開する。作業内容は本人の希望も強く前回同様3F～6Fの廊下掃除を行う予定としている。

●家族支援

主に母様が本人の精神的支えとなっているため、今回うみねこ幸房体験利用を開始したと同時期に母様がヘルニア治療のため入院となったことが余計に精神的不安へと繋がった様子。母様の入院中は父様と分担し家事等も行っていたようで、疲労感が増大していた。作業における不安やストレスは母様への面会時に相談していたようで、母様も心配し、幸房体験利用開始時すぐに青明舎へ連絡し本人の心中を代弁してくれることもあった。今回、作業中断については家族からも無理をさせたくないと希望あり中断へ至る。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	・就労訓練への取り組み
	●体調管理

· 内科疾患についての検査数値については他機関と情報共有を行い、訓練を進める上で本人の体調を把握しながら、必要に応じて調整・助言を行う。

· 食事や間食量についても本人と不定期に確認を行うことや、ささクリニックPSWとも支援策を検討。家族へも自宅での食生活について情報収集し、家族へも糖尿病における食事管理や体調管理について説明し、本人の食事管理への協力を得る。

· 内臓疾患において、主治医より安静の指示が出た場合には状況に応じて訓練日程調整を行うか、中止とする。

· 訓練再開時は主治医からの指示についても常に情報を得ながら本人のペースで訓練を実施していく。また長期中断の指示があった際には、本人・家族の意向を確認し、今後の支援内容について再検討する。
	　2ヶ月

	
	●訓練への取り組み

※3/18（水）よりパンション掃除訓練を再開する。

· うみねこ幸房体験利用で自信を無くしている様子もあるため、本人が自信をつけるまでは作業同行を行い不安を軽減する。

· パンション職員とも情報共有し、本人の作業中の様子について確認する。

· 定期的に関係機関・家族で集合しケース会議を実施し、目標を立てて作業へ取り組む。
	

	
	●家族支援

· 毎月の振り返り時の内容について家族（主に母）へ電話連絡を行い、本人の訓練内容について報告する。また本人への事業主側からの評価と、青明舎側からの評価を伝え、家族からも本人へ評価してあげて欲しい事を依頼する。

· 本人が関係スタッフへ話せない悩みや、要望については母様が相談相手となり、話しを聞いてあげることができるよう説明を行い、情報については青明舎スタッフへ提供していただく。

· 家族の本人に対する接し方、悩みについては青明舎で傾聴し、助言を行う。
	


プラン計画者　氏名：三浦　理見

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室







姉(31歳)　東京都在住





本人（21歳）





母(52歳)





父(59歳)











